
【その他のソデイカ情報】

令和6年９月18日（水）に鳥取県漁協賀露支所の久洋丸、第一海福丸に御協力いただき、
赤いかの試験操業を賀露沖 東経134°09’の灘・沖で行いました。
〇操業時間 3.5時間（樽の設置開始時間5:45～樽の回収終了時間9:25）
〇樽の状況 １隻につき樽３０個設置し、樽は西→東へと約1.5マイルきれいに流れた
〇灘側釣果 ０個体（水深220～240ｍ）
〇沖側釣果 ２個体（水深240～260ｍ）外套長（重量）：31cm（1.1kg）、25cm（0.6kg）

・25cmの方はフグによりイカの耳側先端がかみ切られていた
・他にばらし1個体（引き具合から小型と思われる）

●漁況予測（8月の長尾鼻沖水深185m地点における100m深の水温と赤いか漁獲量との相関関係から予測）

・予想漁獲量は38トンと前年（22トン）を上回る予測

〇賀露市場 9月18日水揚げ＜今期初水揚＞
泊支所所属船１隻が水深200mで漁獲 小中型６個体、大型１個体

〇沖縄県の情報
今漁期（１２月～５月）の累積漁獲量は２,５７８トンで、前年の1.5倍であった。

〇兵庫県の情報
但馬水産技術センターHP「漁況情報：沿岸いか釣り漁場探索調査の結果」

 ※沿岸いか釣り釣獲試験（今のところ、まとまった釣果はなく、小型が主体となっている模様）

【9/18赤いか速報】ソデイカ漁期前試験操業の結果等

調査日 釣獲個体数 調査隻数 外套長（cm） 水深（m）

９月10日 ６ ６ 25-40 160～240

９月11日 7 5 20-42 155～225

９月12日 15 3 20-55 126～260

９月16日 0 1 - 140～180
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